
このたび、ビジネス誌「プレジデント」（32 万部発行、月 2 回刊）に、2018 年 4 月 23 日発行号から 1 年間にわたり
同友会の活動とそこで企業変革を行った会員企業が、「『実践！会社を良くする社長学』－ 4 万 7000 社が集結『中小企
業家同友会』パワーの源泉」として紹介されることとなりました。執筆は清丸惠三郎・プレジデント元編集長。（本サマ
リーは「プレジデント」編集部了解の下、作成されています） 
 

第 12 回 なぜ社員と社長が一緒に学ぶのか 2018.10.29 号 (10 月 6 日発行号 ) 要約版   

 第 13 回 なぜ障害者雇用で社内が明るくなったのか 2018.11.12 号(10 月 22 日発行号) 

＊年間購読料 1 万円（40％オフ）、選べる書籍贈呈など各種特典が受けられます。
＊シリーズ第１回からのバックナンバーのお申し込みは、８月３０日までです 

プレジデント：同友会専用購読申込ページ https://presidentstore.jp/ext/doyu.html 

が 1 年間「中小企業家同友会」を連載 （第 12 回）

実践！会社を良くする社長学 － 4万7000社が集結「中小企業家同友会」パワーの源泉 

 

 

 
 
 
 

 
「社員共育大学」「幹部社員大学」「同友会大学」……。これら３本柱で社員

教育に熱心に取り組むのが岡山同友会である。しかも、社員だけの受講ではなく、
必ず経営者も一緒に参加することが義務づけられている。岡山同友会が実践する
社員と経営者が共に学び、共に育つ“社員共育”の最前線をレポートする。と、
リード。同友会で取り組む社員教育活動についての紹介です。 

以下は一部抜粋して要約。＊詳細は本誌をお読みください。 
------- 
「社員共育大学」第３講は「様々な視点でモノを捉える」とのテーマで、田中

製作所社長の門田悦子氏が 40 分ほど問題提起の講話を行い、その後、経営者と
社員が７グループに分かれて討論し、グループごとに感想や疑問等をまとめて社
員の一人が発表。最後に講師が質問に答え、改めて自分なりの考えを述べるとい
う形で進行した。（中略）受講生たちは彼女の話を聞きつつ、テーマに即して自
らの思考をまとめ、その後の経営者を含めたグループ討論で自らの考えを話す一
方で、他の出席者の多様な受け止め方、考えを知り、自らの思索を深めるととも
に豊饒なものにしていく。毎回終了後、所定のフォーマットでレポートの提出が
義務付けられており、否応なしに真剣に講話を聞き、グループ討論に参画せざる
をえない。 

------- 
 「社員共育大学」の目的は全８回にわたる講座を通じて、仕事とよりよく生きることの関係を共に考えること、
自社の持ち味を再認識し自分の役割や責任を考えること、人の話を聴く力や自分の意見をまとめて表現する力や討
論の力を養うこと、そして多くの他社の社員との交流により新しい仲間づくりをすることなどだという。つまりこ
の社員共育大学の目的は外部のセミナーなどで得られる一般的知識やテクニカルな知識の向上ではなく、人間力の
向上にあると言っていいだろう。 
------- 
 しかも社員を送り出している企業経営者は、毎月１回打ち合わせを行い、前回の反省を踏まえつつ次回の報告内
容や討議の柱を検討するのだという。経営者は多忙な中を時間を割き、社員共育大学に真剣に向き合っているのだ。
これだけやって受講者が成長しないような事態は、おおよそ想像しにく
い。 
------- 
岡山トヨタ自動車社長の梶谷俊介氏は「私も参加して初めて気づいた

のですが、ここは社員を教育するだけでなく経営者の学びの場。つまり
経営者が社員と一緒に参加、共に学び共に育つ、共育の場なのだとわか
ったのです。それでこの大学の目的に、経営者の学びの場でもあると明
記することにしたのです」と語る。 
------- 
「幹部社員大学」は（中略）経営理念を具体化するプロセスやマネジ

メントの基礎を学び、リーダーとしての自己変革を促すなど、レベルは
高い。また毎回宿題が課され、部下の意見も聞きながら課題に取り組む
ことが求められるが、経営者と幹部社員の信頼関係が深まることもあり、
ほとんどの参加者が修了。岡山同友会の「共育」への熱意は生半可では
ない。 
------- 
 岡山同友会代表理事で（中略）ダイヤ工業会長の松尾正男氏も、こう
語る。「うちの社員で同友会関係の大学へ行っていないのはパートさん
の数人くらい。その結果、社会の変化、会社の変化に対応できる人材が
育った。自社で教育しきれないテクニカルな部分以外のことを、他社の
経営者が教育してくれた面もある。当社は経営指針の成文化に始まり、
共同求人、社員共育と、ほんとうに同友会様さまです」 
 
 
 



 大好評連載中！ 実践！会社を良くする社長学 

4万7000社が集結「中小企業家同友会」パワーの源泉 

優待年間購読料１６,５６０円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お申込者 

フ リ ガ ナ  商 品 名 
PRESIDENT 10,000 円 

氏  名   
 新規 ・ 継続 

 

 

ご 住 所 

(お届け先) 

 

 
〒      -        ( 自宅宛・勤務先宛 )←○をつけて下さい 

 

 

 

TEL 

会員企業

名 

 E-mail   

【特典２】 会員クラブの無料登録（する・しない） 【特典 3】 特典書籍の選択（361・368・370・371・373・374）  

同友会連載記念『PRESIDENT』優待年間購読のご案内 

            支部 

TEL：            

※自動継続にはなりません。継続希望の方も特典書籍が贈られますので、継続欄に○印をご記入の上お申込みください。 

 

年間発行回数 毎月 2 冊（第 2・第 4 月曜日発売） 計 24 冊。 

購 読 期 間 お申込み後に発売の最新号より 1 年間、ご指定地にお届けいたします。 

※年間購読期間中は、無料のデジタル版にて連載初回からお読みいただけます。 

利用方法はこちらをご参照ください→ https://presidentstore.jp/ext/hpc-index2.html 

申 込 方 法 上記申込書を FAX（0120-298-556）していただくか、専用 URL にてお申込みください。 

 同友会会員様専用サイト https://presidentstore.jp/ext/doyu.html 

支 払 方 法 雑誌とは別便でお送りする振込用紙（手数料不要）にてお支払ください。 

※会員様専用サイトでのお申込みに限り、クレジットカードもご利用いただけます。 

 

優待年間購読 お申込概要
 

理想の経営者になることを目指して、とことん学びあう経営者たちの集まりがある――。 

会員数 4 万 7000 社を超える中小企業家同友会は会員企業が増え続けている。なぜ、この企

業家集団は経営者を引きつけ続けるのか、ジャーナリストの清丸恵三郎氏がレポートする。 

8/10 発売（9.3 号）連載第 8 回⇒ 

※勤務先の場合､社名･部署名をご記入下さい 

特典 1 

特典 2 

特典 3 

 10,000円 
定価 1 冊 690～750 円のところ、1 冊わずか４１７円！ 

書籍贈呈 下記よりお好きな１冊をお選びの上、申込書の番号に○をつけてください。 

2 つの会員クラブへの登録が無料で行えます 

●｢ふろむな倶楽部 and｣ 「お金」「健康」「仕事」の専門家が、あなたのご相談に親身にお応えします 

●｢Club off -クラブオフ-｣ 様々なリゾート･レジャー・スポーツ施設を、割引価格でご利用いただけます 

詳しくはこちら  http://www.club-off.com/president/  

 

（消費税・送料込み） 

プレジデント社法人営業部「同友会」担当 行 

申込 FAX:0120-298-556 こちらからもお申込みいただけます⇒ 

【お問合せ】TEL：03-3237-3731 プレジデント社･安達 

No361『考える力がつく本』   池上 彰 著 

No368『業界地図2018』 ビジネスリサーチ･ジャパン著 

No370『日本の論点2018-19』大前 研一 著

No371『出光佐三』 プレジデント書籍編集部 編 

No373『動機づけのマネジメント』 横田雅俊 著 

No374『ドン』          飯島 勲 著 

 

https://presidentstore.jp/ext/hpc-index2.html
https://presidentstore.jp/ext/doyu.html
http://www.club-off.com/president/

